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目的 体幹・四肢の有棘細胞癌の臨床、病理学的予後因子を明らかにする

研究デザイン 後ろ向きコホート研究および奨励対照研究 
セッティング 1 施設 
対象者 四肢または体幹原発の有棘細胞癌の局所進行例と転移例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 2 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （  ） 

介入（要因曝露） リンパ節郭清 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 生存 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

40 症例を対象とした retrospective study. 
観察期間の中央値は 24 ヶ月 
単変量解析において手術術式の違いによって予後に有意の差が認め

られた(p=0.009)。リンパ節郭清については 15 例に対して行われた。

鼠径郭清 9 例、腋窩郭清 5 例、頚部郭清 1 例、根治的リンパ節郭清

13 例、予防郭清 2 例であった。そのほかに、切断術を行った際、切

除範囲内に所属リンパ節が含まれ、結果的にリンパ節郭清を行った

とみなされる症例が 5 例あり、リンパ節郭清は合計 20 例、そのうち

16 例が根治郭清、4 例が予防郭清であった。ただし、この両者につ

いては統計学的解析はなされていない。 
 

一次研究の 8 項目 

結論 

予防的リンパ節郭清の有用性は不確定なままである。 



備考 
 

レビューワー氏名 山崎直也 

レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（IV） 
体幹と四肢の有棘細胞癌に限定された論文である。症例数が少ない

中で予防的リンパ節郭清を行った例はさらに限られており、科学的

な根拠に基づいて予防的リンパ節郭清の意義を論じることは困難で

ある。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


